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平 成 1 7 年 ９ 月 ２ 日 

日 本 銀 行 函 館 支 店 

 

最近の水産物の輸出急増とその背景 

 

１．最近の水産物の輸出動向 

○ わが国の水産物（魚介類・同調整品）の輸出動向（金額ベース）をみる

と、１９９０年代半ばにかけて減少した後は、振れを伴いつつ増加傾向を

辿っている（図表１）。 

一方、函館税関管内1の水産物（魚介類・同調整品）の輸出動向（金額ベ

ース）をみると、１９９０年代後半から増加傾向を辿り、特に２０００年

以降は急増している。 

 

── 函館税関管内の動きを単価、数量別にみると、特に２０００年以降

は、単価が安定する中で数量が急増している（図表２）。 

 

（図表１）　水産物輸出の推移(金額)
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出所：財務省「貿易統計」 

                                         
1 北海道、青森、岩手、秋田の４道県を所管。同管内には、１９の開港と４つの税関空

港が所在（道南地方には函館港と函館空港が所在）。  

金融経済トピックス  
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（図表２）　水産物輸出の推移＜函館税関＞(数量と単価)
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出所：財務省「貿易統計」 

 

２．輸出増加の要因等 

○ 近年の輸出増加の主な要因としては、水産物に対する需要が世界的に高

まっていることが挙げられる（図表３）。すなわち、先進国では、健康志

向、成人病予防意識の高まり、食に対する安心・安全（＝品質・鮮度）の

重視等から、食生活において「肉食から魚食」、「養殖ものから天然もの」

へのシフトが起こっているほか、「食の高級化」の流れの中で、高級水産

物が「ご馳走・ハレの食事」の地位を獲得している。また、途上国では、

高成長を続けるアジア諸国を中心に、品質の高い輸入魚（鮮魚の形態）を

食するようになっているほか、アフリカ諸国等でも魚食が広がるなど、消

費量が拡大している。 

（図表３） 世界の水産物消費量*の推移
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出所：ＦＡＯ水産統計  
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── 世界の水産物の主要な消費国・地域としては、アジア（日本、中国、

韓国、香港等）を筆頭に、欧米先進国、ロシア・東欧諸国、アフリカ

諸国等を挙げることができる（別添）。 

 

○ 最近の輸出額を品目別にみると、中国向けサケ・マスの増加が目立って

いる。こうした背景としては、１９９０年代半ばに、筋子を獲った後の低

品質なサケ・マス（いわゆる「ブナケ」）を中国向けに輸出したところ、

中国では、高度成長を背景に魚食が浸透し始めたこともあって、食用魚と

しての需要が発生し、その後急速に拡大を続けていることがある。 

 

── 中国国内での魚食の傾向は、沿岸部から始まり、近年では内陸部で

もサケ・マスを食する習慣が定着し始めているといわれており、日本

からの輸出数量の拡大に繋がっている。 

 

── １９９０年代半ば以降の日本からの輸出の主役は、特に低品質な

「ブナケ」であったが、近年では、「ブナケ」のなかでもより品質が

高いものが輸出されるようになっているほか、高品質品（いわゆる「ギ

ンケ」）も輸出されるなど、質も向上している。 

 

○ 近年は、中国向けに輸出しているサケ・マスが、中国国内での加工（頭・

骨の除去、切り身へのカット等）を経て、欧州・米国（「ボーンレスフィ

レ」の形態）2、日本（「フレーク」の形態）に輸出されるようになってい

る（委託加工貿易品）。 

 

── サケ・マスは、道内で年間 20 万トン近い水揚げがある中で、「中

国向けとして 10 万トン近くが輸出されている」ともいわれており、

国内向けの供給不足から、「ブナケ」の単価は１９９０年代後半の約

50 円／Kg から最近では約 200 円／Kg 近くまで上昇している模様。 

 

○ その他の品目としては、韓国向けスケトウダラ（チゲ鍋用食材、日本海

の漁業資源減少分を日本からの輸入で対応）、台湾向けサンマ（日本国内

の豊漁による過剰分の輸出）、香港向けのフカヒレ・アワビ（中華料理に

おける高級食ブーム）等の増加が目立つ。 

                                         
2 欧米では、「健康食」ブームの中で、従来の養殖サケ・マスを敬遠する一方、日本産の
天然ものを「ワイルド」と呼んで消費する傾向が強まっているといわれている。  
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── なお、最近の特徴としては、航空機や冷蔵コンテナを利用した生鮮

品の輸出が増加している。 

 

 

３．道南の水産業の発展に向けて 

○ 世界の水産物市場は拡大傾向を辿っており、水産物市場にはまだまだビ

ジネスチャンスが残されていると考えられる。 

 

── 例えば、中国は世界の水産物消費量の１／３を占める大消費国であ

るが、水産物の 1 人当り年間消費量が 20Kg 台であることを考えると、

香港（50Kg 台）、台湾（30Kg 台）と比肩できるような水準まで、1 人

当り消費量の拡大による需要の拡大が期待できる。また、ロシア・東

欧諸国でも欧米先進国の 1 人当り消費量である 20Kg 台まで消費量の

拡大の余地があるほか、アフリカ諸国でも、1 人当り消費量が 10Kg 未

満の先が多く、今後の拡大余地があると考えられる。 

 

○ もっとも、こうした世界の水産物市場の拡大を実際のビジネスに結び付

けるには、①アジア中心であった輸出先をロシア・東欧諸国、アフリカ諸

国等へ地理的に拡大させること、②現地の消費者の嗜好に対応するように

輸出の魚種・加工形態を多様化させること等が求められる。 

 

── 近年の輸出増加の背景に、①中国におけるサケ・マス消費市場を発

掘・拡大させたこと、②日本産魚が中国の委託加工貿易品として、欧

米市場の「ワイルド」市場（天然もの）を開拓したことを考えると、

従来では商品価値のなかった水産物でも、現地消費者の嗜好に合致す

れば、新規市場を創出できる。 

 

○ さらに、今後は、水産物の「ブランド化」を進めることを通じて、利幅

の拡大を目指すことも有効な戦略となりうる（特に先進国向けでは有効）。 

 
── ブランド化に成功した魚種は、平均価格に比べ高値での取引が可能

であり、道南でも、例えば、「戸井のマグロ」は高級ブランドとして

の地位を確立しつある。 
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（ブランド化の例） 

関サバ（大分県佐賀の関）：1,997 円／Kg（全国平均の約 23.0 倍の単価） 

関アジ（   〃   ）：1,530 円／Kg（ 〃   約 10.6 倍 〃 ） 

出所：農林水産省「産地水産物流通調査結果（平成 16 年）」 

 

 
以  上 

 

 

 

 

 

＜本件に関する照会先＞  
日本銀行函館支店 総務課 吉崎（0138-27-1161） 
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主要国・地域の年間水産物消費量（総量・１人当り）
（１９９９～２００１年平均）

    　　　　─ 百万トン、Kg／人 
総量 １人当り消費量

全世界平均 97.8 16.1
先進国平均 30.2 22.9
途上国平均 67.6 14.2
日本 8.4 66.1
米国 6.1 21.3
英国 1.2 20.2
フランス 1.8 29.7
ドイツ 1.0 12.2
アイスランド 0.0 91.5
ノルウェー 0.2 50.0
中国 31.8 25.4
香港 0.4 58.0
台湾 0.7 32.5
韓国 2.5 52.4
マレーシア 1.4 60.0
タイ 2.0 32.3
モルジブ 0.1 187.3
インド 4.9 4.8
ロシア 2.8 19.1
ウクライナ 0.6 12.8
エジプト 1.0 14.1
ガーナ 0.6 29.7
セネガル 0.3 29.2
ナイジェリア 0.9 7.6
南アフリカ 0.3 6.9
チリ 0.2 15.3
ペルー 0.5 20.1
ブラジル 1.1 6.5
オーストラリア 0.4 21.7
ニュージーランド 0.1 25.5

　　　　　　　　出所：ＦＡＯ水産統計

 

 

（別 添）


